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ɹ11月の月ྫ会は「ύーソナリςィーোɾൃୡো」
として̎人のࢣߨをটき、ϋイϒリッドで։࠵。コー
ディωーターは小島健一ࢯʢௗࣂ૯合法事務ॴʣと、
ଜ༑߳ࢯʢにしのうえ産業医事務ॴʣが務めた。
ɹまͣؠ୩ହࢯࢤʢϖディࣚཹこころとからだのクリχッ
クʣの「ؠ୩セΦリーによる診ཱてとはԿかʙύーソナ
リςィーোなどの理ղ法ʙ」からスタートした。ؠ୩
は、ۙのਫ਼ਆՊ診断のトϨンドや、ਫ਼ਆ医ֶにおけࢯ
る「うつ」「ύーソナリςィーো」のఆٛを整理しな
がら、このようなਫ਼ਆ࣬患のຊ࣭をఆٛする౷一理が
なく、考えଓけてߦきணいたのが「ؠ୩セΦリー」で͋
ることを話した。そして「ؠ୩セΦリーでは̏つの“࣠”
で人を理ղする」と、それͧれのղ説を࢝めた。
ɹその一つでਆ経ൃୡのภり۩合を診る「ਆ経ൃୡの࣠」
では、健ৗ者ʢఆ型ൃୡʣと、"4%の人たちのҧいは「ఔ
」で͋り、ࣗดが「ない」人はいないことʢスϖク
トϥϜの֓೦ʣを述べ、ਆ経ൃୡ特ੑを診る要ૉとして
「イϚδωーションػ能ʢ人や組৫に対するಎ察ྗɾ共感
ྗや、ଞ者の特ੑを၆ᛌするメタ認能ྗʣ」「ੑࣥݻ
ʢࣗのやり方や、ಠࣗのルールのこだわりʣʗڧഭ
ੑ」「感֮のաහʗಷ感」をڍげた。
ɹその人の社会ੑࢤを診る「࣭ؾの࣠」では、集ஂの
中で高いධՁやҐをٻめる「༏Ґੑࢤ型」、集ஂにੵ
ڑ人と、「型ࢤ対」的に関わり一員になろうとするۃ
をとってࣗの世界をकる「ࣗࢤݾ型」を提ࣔした。
そして人はおよそこの̏タイϓにかれること、それͧ
れがࣗの特ੑを大事にしながら、社会ద応をしている
ことを説明した。
ɹޙ࠷に、ྟচ上や労務管理上で大事なࢹとなる「;
࣠ʢ的能ྗʣ」についても؍。ٴݴ察者はこれらの࣠
を組み合わͤて、対者の特ੑをแׅ的にଊえるඞ要が
͋ること、“みんな同͡ʢで͋るべきʣ”というൃをࣺ
て「この人の特ੑは、どこでൃشされるかを考えなくて
はいけない」と、スϖクトϥϜの֓೦をಋೖするにはॊ
ೈな思考がٻめられることをޠり、ߨԋをऴえた。
ɹ࣍にؠຊ༑ࢯنʢ)ϥイϑϥϘɾஜ大ֶ大ֶӃ人ؒ
૯合Պֶֶज़Ӄʣが「ൃୡোのࣗのҭて方」とし、
ࣗが人ޙに"%)%ɾアスϖルΨー症ީ܈と診断され
てҎ߱、ओମੑを持ってߦ動ができるようになるまでの
࣮ફをൃදした。

ɹؠຊࢯは、ֶ生࣌に༑人たちとのコϛϡχέーショ
ンや、ゼϛでのৼる舞いでۤ労したΤϐソードをհ。
企業にब職してからも、「ి話で話をฉきながらメϞを取
るといった、同࣌に̎つの作業ができない」などの特ੑ
から職場不ద応にؕってしまったことや、うつපɾۃ
ੑোⅡ型の診断を受けて休職ɾ復職を܁りฦした経Ң
をޠった。
ɹそのޙ、産業医のקめで受診したݱ在のओ࣏医に"%)%
と診断され、ॲ方されたༀがޮՌをൃش。「ࣗが࣍にԿ
をしたらいいか、考える“ॠؒ”が生まれるようになっ
た」と話した。さらに「ࣗの特ੑに合ったことをしよ
う」とͮؾいたؠຊࢯはো者ޏ༻の職場にҠり、業務
Ճしてൃදをするなど、認能ྗࢀにはಡ書会に֎ؒ࣌
の上につながるトϨーχンάを重Ͷた。
ɹこれらのྗにより、その࣌々のࣗの৺の状ଶを၆
ᛌする「৺のメタ認」ができるようになったؠຊࢯは、
ࣗにとって“当たり前”で͋る感やՁ؍をอཹに
して、૬खの৺やՁ؍をイメーδできるようになった
こと、その݁Ռ、職場やՈఉでओମ的に考え、ࣗଞをଚ
重してߦ動ができるようになったことを話した。
ɹ「োの༗ແにかかわらͣ、ࣗと૬खのҧいをৗにҙ
識し合えるようなڥʢ企業ʣになれば、当事者もपғ
もストϨスを感͡ることなく働けるのではないか。これ
は今ޙの社会にٻめられることで͋り、ࣗもその࣮ݱ
にけてൃ৴をଓけていきたい」とకめくくった。
ɹޙの࣭ٙ応では、ؠ୩ࢯに「問診でどのように患
者をྨするのか」と、診断ख法に関する࣭問がଟくد
ͤられた。それに対しؠ୩ࢯは「૬खからのえにগし
でもᴥᴪを感͡たら、༮গظやՈのことなどをฉいて
ਂງりする。ࣗが๊いたҧ感を明֬にしていく作業
はとてもしい」とえた。また「ࣗ思考とଞ思考
をどう思うか」という話が出ると、ؠຊࢯは「ࣗは
ༀをҿみ࢝めてから、ࣗで考えられるॠؒが生まれて
それがָしかった。݁Ռ的にそのύターンでৗに考えら
れるようになり、事も回ͤるようになった」とコメン
ト。ؠ୩ࢯは「ࣗ型というのは、見方を変えれば“ࣗ
がؤுればرが見える”というଊえ方もできる。そ
れはओମ的に動けるということ」と述べた。
ɹޙ࠷にࢣߨਞがѫࡰして月ྫ会はऴྃ。̏Ϳりにリ
アル։࠵されたຊ月ྫ会では、会場の様ࢠもөし出され、
ϥイϒ感の͋るө૾がΦンϥインࢀՃ者に৴された。
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